20120603　1部礼拝

幸いな人 (ルカ10:17-24)
多くの人が「最近、笑うことがあまりないね。あまりうれしいことなどないな。そういうこと耳にしないな」という話をよくしています。ため息とともにそういう話をしている人が多くいるのではないでしょうか。もしかして、今ともに礼拝をささげている方々の中でも「私の話だ。そうなのだよね」と思っている方もいるかもしれません。でも、だれが、そして、どんなに多くの人がそのようにため息とともにそういう話をしているとしても、クリスチャンの私たちはそれに一緒に流されてはいけません。クリスチャンは絶えず、いつも喜ぶことができる存在です。なぜそうなのかということを今日のメッセージをとおして確認したいと思います。そして、なぜクリスチャンなのに喜ぶことができないのか、いろいろなことに結局負けてしまうのかということを今日しっかりと確認していきたいと思います。それはただの喜びではなくて、本物の喜び、本当の喜びが何かを正しく理解していればクリスチャンの私たちはいつも喜ぶことができる、その喜びはものすごいパワーです。そこに勝利の様々な実を結ぶようになると思います。
今日の聖書を見ると、イエスさまによって派遣されていた７０人のメンバーが二人ずつあらゆる町に行って、イエスさまの福音を伝えたり、またイエスさまの御名をお話したりして帰ってきて報告します。そのときにものすごく喜びながらうれしい顔をして「イエスさま。イエスさまの名前を使うと悪霊どもも私たちに服従しますよ。こんなこと見たことがありません。すごかったです。本当にうれしかったです」という報告をしていました。それに対してイエスさまがどのように反応されたのかと言うと「そうなのか。確かにわたしも見ていた。わたしが見ていると天からサタンが落ちてくるのが見えてきた。だから、そういうことがあったのだろうなということは分かっていた」とおっしゃりながら最後をこのように締めくくります。「だがしかし、悪霊どもがあなたがたに服従するからといって喜んではなりません。ただあなたがたの名が天に書き記されていることを喜びなさい」とおっしゃいました。これは悪霊どもが追い出されたり、服従することが喜びではないという意味ではありません。それは当然うれしいことだし喜ぶことでしょう。でも、「それを喜んではなりません」と言うほどそれよりも喜びの根本があり、より大きな本物の喜びが別にある、結果を見てそれが「それほどの喜びではありません」と言うほど、その前にある根本的な喜びというものがあり、そちらの確認のようなものなのでそれを喜びなさいとおっしゃいました。そうイエスさまがおっしゃいながら「喜びなさい。悪霊どもが追い出された結果より大きな喜びは、あなたがたの名前が天国に書き記されていることだよ。そちらの方が大きいよ。そちらの方の喜びに気づきなさい」というお話です。そこで２１節からはちょうどそのときにイエスさまは聖霊によってこういう表現はあまりめったにありませんが、この地上にいらっしゃったときに聖霊によって喜びにあふれて言われました。「父なる神様。このことを知恵のある者、賢い者には隠して、幼子、今目の前にいる弟子達、社会的には失敗した人間、疎外されて捨てられている身分のとても低い、まったく可能性のない人のように思われる人々に現してくださったことを感謝します」と。これが全部神様のみこころです。つまり彼らがイエス・キリストをしっかり信じるようになった、イエスがだれなのか分かって従うようになったということです。そして、賢い者はそうしていないのに、ということです。ユダヤ人、パリサイ人、学者たち、偉い人、金持ちなどはイエスさまについて行くということはありません。当時、イエスさまについて行く、従っていく群れはほとんどが下っ端の人間ばかりです。それを幼子と表現しています。彼らが名前が天に書き記されている、それはいのちが与えられていること、つまりそれはイエス本人でしょうがイエスさまを信じるようになった、他の人はまったく信じないのに彼らは信じるようになったということをイエスさまはものすごく喜んで喜びにあふれていたと表現しています。それから、「それは神様のお選びになったたましいであり、わたしが正しく信じることができるように知らされたものだけに限られているものです」と言いました。そう言いながら２３節を見るとイエスさまが弟子たちの方を向いて、まず神様に感謝し、弟子たちに向かって、「あなたがたが今見ていることを見る目は幸いです」とおっしゃいました。この見ていることとは悪霊が服従するということもここに入っているのですが、今弟子たちが見ていることとは何でしょう。イエスを見ているのです。イエスに従っています。イエスさまを信じる気持ちがあります。それを幸いだ、それが本当の幸いであり幸せだということです。それから、２４節を見ると「あなたがたに言いますが多くの預言者や王達があなたがたが見ていることを見たいと願ったにもかかわらずできなかった。聞いているこのことを聞こうとしたのだが許されなかった。できなかったのだ」と言う話をしていました。
イエスさまが喜びあふれると表現されるほど喜んでいたことの理由はいったい何でしょうか。イエスさまの喜びは弟子達です。イエスさまは悪霊が服従するということではなく、それは結論の方で申し上げますが当たり前で当然なことです。彼らが、目の前にいる７０人のメンバー、イエスさまに従っている弟子達がイエスさまにとって喜びなのです。つまり、イエスさまにとって喜びの中の喜びは何かと言うと人がイエス・キリストを信じることです。これがイエスさまの喜びです。結果的にあらゆることがあります。でも、その結果よりイエスさまの喜び、神様の本当の喜びはイエスを信じることです。人々がイエスを信じること、人間がイエスを信じること、それがイエスさまとっては何よりの喜び、喜びの中の喜び、喜びあふれる喜びであったと聖書は私たちに教えています。そのことをぜひ覚えてください。皆さんにどのようなことがあるかわかりません。でも、その前に皆さん一人一人がイエスさまの喜びなのです。皆さんは自分でだめだと「私はなんでこんなに成績が悪いのか。何で私はこんなに無能なのか。何かをやるたびになぜうまくいかないのか。なぜ私はこれを認められないのか」と思っていますが、今から新しくスタートです。これからそのすべてをひっくり返す人生が待っていますので、その前に「それらにも関わらずイエスが、神様が私のことを喜んでいらっしゃる。私はイエスさまの喜びの相手である」と自分自身に言い聞かせていただきたいと思います。
私たちの喜びとイエス様の喜びはレベルと基準が全然違います。２部の礼拝でも具体的にもっと細かく申し上げますが、その基準さえ変われば私たちはあらゆるものに打ち勝って、それに巻き込まれて流されず、惑わされないで乗り越えて勝利できるはずです。皆さんは自分自身のことを喜んでいらっしゃるでしょうか。自分の人生のことを喜んでいらっしゃるのでしょうか。なぜそのようなことができないのでしょうか。それは喜びの理由が違うところにあるからではないでしょうか。事業がうまく行くと喜ぶ、そうでないと悲しむというレベルでは人生の勝利は期待できません。もちろん、子どもの成績が上がって良い大学に進学した、それは悲しいことではありません。それはうれしいことでしょう。でもそれが基準ではありません。もし、それが基準であれば大学を落ちると悲しむつもりでしょう。思いっきり悲しむ準備をしているでしょう。そのように私たちは洗脳されています。私たちの喜びはそのような喜びではありません。悪霊が服従し、イエスさまは嬉しかったでしょう。しかし、イエスさまは「それを喜んではなりません」とおっしゃるくらいイエスを信じることは名前が天の御国に書き記されること、いのち与えられることですので、それより大きな祝福はありません。イエスさまはそれを喜んでいらっしゃいました。だから、皆さんが何があっても十分、いつでも自分のこと、自分の人生を喜ぶことができる、うれしい気持ちをいつも保つことができる方です。だまされないようにしてください。たぶん、何か偉いすごいことをやる前に神様は、神の恵みによって私たちが神様の子どもになるように、救われたあと、何かすごい実を結ぶ前に私たちを修理して治療する時間が結構かかると思います。皆、幸い神の恵みによって救われました。それにもかかわらず、喜びの基準などは一切変わらないのです。だから、余計な悲しみや、余計な葛藤などに捕らわれて時間を費やしてしまうのではないでしょうか。それさえ入れ替えられれば、それさえちゃんとチェンジすれば、今すぐ喜ぶことができるしずっと喜ぶことができます。この真の喜び、イエスさまにありました喜びはだれも奪い取ることはできません。どういうものにも奪われることがないものです。世の中にあふれている喜びというものはちょっとしたことですぐ消えてしまうようなものです。イエスさまの喜びは悪霊が服従したことでもなく、結果ではありません。人々がイエスさま、ご自分のことを信じていること、それがイエスさまの喜びです。皆さん。聖書を見るとイエスさまが喜ぶ場面が少しだけあります。この地上に来られたあとはあまり喜ぶような場面がありません。皆、神を離れてもう滅びるしかない、そのような苦しんでいる場面ばかりなので少ししかないイエスさまの喜びの表現の中で今日は喜びにあふれる、しかも聖霊によって喜ぶ、これはものすごく喜んでいらっしゃるのです。だから、逆に言うとイエスさまの悲しみの理由は私たちが悲しんでいることとは全然違います。
なぜ、イエスさまは人々がイエスさまご自身を信じることがそれほどの大きな喜びなのかと言いますと、それはイエスさまが唯一キリストであるからです。イエスさまはキリストです。イエスさまがキリストであるとはどういうことでしょうか。そのためにイエスさまは最後におっしゃいました。「多くの預言者、王達があなたがたが見ていることを見たいと。でもダメだったのだよ」それは旧約のことです。皆さん、旧約と言うのは３６巻のものすごく分厚い本であり、本と言う問題ではなくとても長い歴史なのです。イスラエルとイスラエルの周辺の歴史です。そこで王様が立てられたり、預言者が立ち上がったり、いろいろなことがありました。しかし、その旧約の最後の結論が何かと言うと「だめ」ということです。それが旧約です。それで旧約が終わる最後の聖書がマラキですが、マラキ以降４００年近く、神の啓示が絶たれ、イエスさまが来られるまでは暗黒期、中間期と呼ばれる時期がずっと続きました。それが旧約が生み出した結果です。旧約の結論は真っ暗であり、絶望でありだめと言うことです。今、イエスさまがおっしゃっているのはそういう意味です。旧約にはいろいろな神様の御業もあり、神様に用いられた信仰の偉大なる先輩たちもたくさんいます。それはそれなりに意味がありますが、全体から見たときには神様が全部大洪水によって滅ぼすしかないときに、ノアを中心にして箱舟を作り、多くの人、人類を助けそれから新しくスタートしました。何と素晴らしい神様の慈愛であり恵みなのでしょうか。そのような箱舟によって助け、奇跡を持って人々を助けたにもかかわらず、結果は真っ暗です。モーセを立てたり、紅海を分けて紅海の奇跡をとおしてイスラエルの民をそこを乾いた地のように渡るように祝福されました。神のものすごい私たちの頭では理解できない奇跡をとおしてイスラエルの民を守って導かれました。それにもかかわらず結局、結論は真っ暗なのです。それが旧約です。ときにはダビデ、サムエルのような良い信仰のあるものが起こされ、一時期、国が平安を保って栄え、他の国が服従するような大きな国にもなった時期がしばらくありましたが、そのようにサムエル、ダビデのような預言者、王様、偉い者が起こされて神様のすごい祝福が現れたにもかかわらず、結果は真っ暗です。それでときには神様が周りの国を用いてイスラエルを攻撃するように懲らしめます。ときにはバビロンのような国、捕虜になるように、つまり、ムチをもってイスラエルを叩いて目覚めるようにしました。ときには奇跡をとおして助けたり、マナや炎の柱、雲の柱などをとおしてイスラエルを導き守られました。ある意味、人間的な表現ですが神様がやるだけのことを全部やりました。それにもかかわらずだめなのです。それが旧約です。その反対に叩いてムチを与えて懲らしめる、それも神の愛の表現です。そうしたにもかかわらずそれでもだめです。神殿を建てて、羊を何十億匹くらい殺して血を流したにもかかわらずだめでした。それが旧約の結論です。つまり、今日、イエスさまがおっしゃっているのは預言者や王達があなたがたが見ていることを見たいというのはその時点では王様、預言者が起こされていてもダメだということです。だから、神様は約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く、その来られるメシヤしか希望はありません。そのメシヤが早く来ないといけないのにという思いと絶望の中でメシヤだけを希望にしていたということです。でも彼らの時代にメシヤは来なかったということです。それが旧約はどういう時代だったのかということを物語っています。つまり、一言でいうと何をどうしても変わらない、何をどうしても解決しません。何をどうしても希望はありません。奇跡もダメです。ムチもダメです。新郎が新婦の手を取って歩くかのように神様はイスラエルを導いたと表現しています。あるいは鷲の翼に乗せてイスラエルの民を安全なところにきちんと導かれたという表現があります。それほど神様はあらゆる手段、あらゆることをとおして、ときには十戒、神のみことばを石に書き記されました。よその国には神の言葉などはまったく与えたことはありません。この旧約の聖書もイスラエルの民には与えられました。この聖書が与えられたにもかかわらずだめでした。何をどうしても何があっても結局はだめです。それが人間です。人間は神様を離れて罪を犯したあと、悪魔、サタンに捕らわれて、罪の力に捕らわれているというのがどれほど恐ろしい、どれほど絶望的なのかと言うと旧約の聖書がその証拠です。奇跡も、ムチも、雨も、何をどうしてもその問題は解決できません。悪魔のしわざは解けません。「人は生まれたときは良い人間で、育ちながら悪くなる」という話は聖書とはかけ離れている話です。人はだめなのです。考えること、話すこと、内から出ることすべてが汚れたもの以外にはありません。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない、その証拠が歴史です。一瞬、一瞬、良さそうに見えるところはあっても、それは表の話です。根本的に生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれると言われています。ですから、旧約の聖書、それはもう一度言います。とにかく私たちが想像できる考えられるすべて、しかも神様が自ら手を下したにもかかわらず人はだめなのです。人の存在がどうなのか分かりますか。それが旧約です。それがイエスさまがおっしゃっている預言者や王達があなたがたは見ている、これを見たいと願っていたことです。なぜ見たいと思ったのでしょう。だめだからです。紅海が分かれてもだめなのです。カナンを征服したにも関わらず、最後はバールの偶像を拝むのです。だめです。人を責めるために言うわけではありません。これが歴史をとおして神様が私に語っていらっしゃることです。つまり絶望です。希望はありません。だから、旧約はすべてがアブラハムも、モーセも、だめな人間でも、歴史そのものもメシヤを待望する位置に皆立っています。イエスさまはそのメシヤ、キリストです。紅海の奇跡をとおしてもバビロンの捕虜になっていても、鷲の翼に乗せて守っていてもだめだったその問題をイエス・キリストが来られて、十字架で自ら血を流されて死の力を打ち破られよみがえられることによって旧約でだめだったこの絶望の人の問題を、つまり、神から離れてサタンのしわざに捕らわれて、滅びの運命に捕らわれているその人、人生の問題を完璧に打ちこわし勝利されました。それをイエスはキリストと言います。アブラハムも見たかったのですが見ることができなかった。でも、あなたがたは今、目の前に来ているメシヤを見ているのではないか。イエスはメシヤ、イエスはキリストです。旧約のすべての絶望を超えて、絶望を無くして、そこからいのちの希望になる唯一の方です。だから、人々がイエスさまのことを今、弟子たちはどれだけ分かっていたのか分かりません。でもイエスさまのことをキリストだと分かって、「イエスさまが救い主です。本当に他には私に希望がありません。希望が無い私がだめだったのはある意味で当たり前です。イエスさましか希望はありません。イエスは希望です」と信じる気持ちになったというのは奇跡の中の奇跡です。それで、イエスさまは人々が一時的に成功した、あるいは健康になったというレベルではなく、イエスを信じることが喜びの中の喜びなのです。旧約にあったどうしてもだめな人の罪、人のすべての滅びの運命がいっぺんに無くなり、そこから解放される祝福です。イエスはキリストです。今、旧約のお話をされている理由は、イエスはキリストというのは、イエスは絶対的な希望なのです。「他にあって、イエスがもっと良い」ではなく絶対的であり、イエスでなければ皆、旧約の滅びの呪いにそのまま捕らわれるしかありません。それが人間です。神を離れた罪の問題は絶対に解決できません。しかも、旧約をベースにしてイエスがキリストであるというのは、イエスが唯一の希望であり、また言葉を変えると、だからこそイエスは他の何ものにも比べることができない最高の宝です。それがイエスはキリストです。ですから、人々がイエスを信じることはイエスさまにとっては最高の喜びです。ある人は「自分の人生はなぜ失敗だらけなのか。なぜ私は他の人のような能力がないのか。他の人のように成功しないで、また安定しないでこんなにややこしいことがたくさんあるのか。あるいはこんなにみじめなものなのか」と教会に通っていながらもそういう思いをしている方がいますが全然そうではありません。実は皆同じです。かえって失敗と苦しみは今日のイエスさまがおっしゃっている幼子と言う表現と一致するものなのですが、それは祝福です。他の人が成功しているときに私が失敗しているかもしれません。他の人は良い家庭に恵まれて、私はめちゃくちゃな家庭に生まれたかもしれません。他の人は健康なのに私には障害があるかもしれません。他の人は頭がきれるのに、私は鈍くて何もきれて何かができるような能力はないかもしれません。それ自体が良い悪いわけではありません。でもそれは世の中にある良いものが欠けていて、しかし、世の中にある良いものとは代えられない、比べることができない最高の宝に近づいて、その最高の宝を手に入れるために許されていることなので全然苦に思う必要はありません。そこからスタートです。自分の過去や自分のみじめさなどをいつまでもクヨクヨしていてはいけません。それこそ幼子になって、もしも賢くて知恵のある者、この世的にすごくいろいろ恵まれてうまくいって、それでイエスを信じる気持ちにならないなら、それこそが呪いです。イエス以外にはキリストはありません。イエス以外には今申し上げましたように奇跡があっても、知恵があっても、愛があっても、お金があっても、何があってもだめです。だから、そういったものがたとえ欠けていて、奪われることによって、人間的な基準から見た時には「もう失敗した。これでもうだめだ」と思われる状況になって、最高の宝であるイエスを信じることができたというのは幸せです。それこそ祝福です。何も皆さんの人間的に幼子と表現するような足りなさや欠けていること、失敗などを否定的に思わないようにしてください。それがあったからこそ宝であるイエスを信じるようになったのではないでしょうか。イエスはキリストです。だから、イエスさまは人はよく分かっていないでしょうが、そのイエスを信じることが喜びです。だれかがイエスを信じるとイエスさまは喜んで、喜びあふれます。それがイエスさまの喜びです。
それから、時間がだいぶ経ちましたが、イエスがこのようなキリストなので、唯一、絶対的な希望、旧約の希望です。それでそのイエスさまを信じる人は神からの最高の祝福に預かるようになります。ですから、イエスさまはイエスを信じることが喜びです。イエスを信じてその人は神の祝福に預かるようになりますので、それがイエスさまの喜びです。だれでもイエスさまを信じる人は自分が分かっていたのかどうか関係なく、死と罪の原理、今日の聖書から言うと旧約のどうしても抜けることができない滅びの運命の力から永遠に解放されます。イエスさまを信じると。だからイエスさまは喜んでいらっしゃるのです。たとえ財産が奪われてイエスさまを信じることができたならば、財産が奪われてイエスさまを信じる方を選ぶでしょう。財産では人間の救いはありません。奇跡でも神秘でも人間の救いはありません。天が半分に割れてそこから何かが落ちたとしても人間の救いはありません。イエス以外にはありません。十字架にかけられよみがえられたイエス以外にはありません。太陽が一時期、止まったときがあります。ヨシュアの祈りによって太陽が止まっても人間の問題は解決できません。十字架で血を流されたキリストであるイエス以外にはありません。だからイエスを信じることより大きなことはありません。皆さんの喜びは何でしょう。どこで喜んで何のために悲しんでいらっしゃるのでしょうか。イエスを信じる者は信じたその瞬間、その人の中に神様ご自身が聖霊をとおしてその人を住まいにし、入って来られていのちとなられます。つまり、天にある神のすべての祝福がその人のものになります。イエスを信じるとこれ以上何もいらない、これっぽっちも足りないことのない、完全なる祝福を受けるようになります。イエスを信じるとだれでもです。だから、イエスを信じることを喜ぶのです。

祝福を受けただけではありません。天国へ行くまで神様が本当に完璧に、私たちの計算をはるかに超えて、私たちは危険だと思う、危機だと思う状況の中でもそれもすべて完璧に導かれます。神様はコンピュータより計算が正確な方です。コンピュータを作る人間の頭、脳細胞を創られた方なので、神様の導きは完璧です。イエスを信じると完璧な神の導きに預かるようになります。しかも、いつ死んでも、いつ世の終わりが来ても、天国に迎え入れられるように徹底的に保障されています。それがいのちの書に名前を書き記されたという意味です。それでイエスを信じる者、天国のいのちの書に名前が書き記されたというのはそういう人がこのような人なのでイエスさまは弟子たちに向かって言いました。「あなたがたは幸いな者だ」と。そして、ある意味アブラハムより、もちろんアブラハムも天国に行きました。でも、アブラハムより、ノアより、ダビデよりあなたがたは幸いな者です。このときはイエスさまがまだ十字架にかけられる前です。私たちは十字架にかけられてよみがえられたイエス・キリストを見ている者です。もちろん彼らものちほどイエスさまが死なれてよみがえられたときに復活のイエスさまを拝見して今の私たちと同じ立場にありますが、この場面から見ると私たちが少し上です。イエスを信じること、それは祝福の塊であり祝福そのものです。崩れることも、色あせることもない、変わることもない祝福です。それで幸いな者と呼ばれるようになりますのでイエスさまは喜んでいらっしゃいます。つまり、弟子たちが悪霊が服従することを見てうれしくて興奮して報告したときに、もちろんうれしいです。でも、その弟子たち自体、弟子たち自身を見ながらイエスさまは喜びを隠せない状態でした。これがイエスさまの喜びです。皆さんはイエスさまが皆さんのために喜んで、喜びあふれている対象なので皆さん自分自身と自分の人生に対して何も心配しなくても結構です。正しくわかっていればよいです。つまり、私たちはなぜ自分のことを喜ばないのかというとイエスがキリストであることをよく分かっていないのです。そこがあいまいなのです。他のすべてが全部崩れてイエスしか残らないのです。それが聖書が言いたいことです。紅海が分けられたこと、捕虜にされていたこと、炎の柱、雲の柱、太陽が止まったなどの奇跡も全部落とされてイエスだけが残ります。イエスにあってすべてののろいが終わり、旧約に成就していなかったすべての祝福の宣言が全部成就するようになります。偉大なる神様、イエスはキリストです。ですから、そのイエスを信じると当然、天にあるすべての祝福をいただいている主人公になります。イエスさまは７０人のメンバーを見ながらある意味かわいくて、かわいくて仕方がありません。あなたがたは幸いです。モーセもだめ、ダニエルもだめ。ダビデもだめで、イエスしかありません。そのイエスを目の当たりにしているのではないか。あなたがたは幸いです。イエスさまを信じることは最高の喜びであり最高の幸せであることをぜひ確認してください。イエスさまを信じると完璧に祝福されます。覚えていてください。残っているのはイエスさまがそれほど喜ぶことであれば私たちも他の理由ではなく、イエスを信じていることを喜びにしないといけません。それを基準にしないといけません。それを一番先に喜ばないといけません。そうすると、あらゆる悲しみ、いろいろな心配が消えていくようになるでしょう。だまされていたことがわかるようになります。
それから、最後です。それならばイエスさまを信じている人がいる現場が変わるのは当然で当たり前なことです。この確信を持ってください。ほとんどその確信がありません。先週も申し上げましたがこれがセットになっていないといけません。イエスさまを信じることが何があっても奪われないで喜ぶことができる大きな偉大な祝福なのだろうかと考えて、「私は幸いな者だ。もうすべてが終わって天の御国を所有している者だ」と常に覚えて感謝しながら喜んでください。それが喜びにならないと結局は西の風にやられ、東の風にやられいつもふらふらやられる人生が終わりません。喜びの基準が違うから終わりません。旦那さんが優しくしてくれないとまた悲しくなるのでしょうか。それが基準ではありません。それでも関係なくイエスを信じているのではないでしょうか。そのことを思い出して私はこれで喜びます。この喜びはだれも奪うことはできません。そのような人はどこの現場に行っても、その現場がどういう現場か関係ありません。必ず当然、当たり前に現場は変わります。今日の聖書はその話です。弟子たちはびっくりしていたのですが、イエスさまは「当たり前だろう。当然だろう」とおっしゃっているのです。私があなたがたに悪霊を、サソリと蛇を踏みつける権威、権限をあなたにすでに与えたのだから、それは当たり前だとおっしゃっています。皆さん、覚えてください。イエスさまを信じること、それより大きな喜びはありません。この喜び、このうれしさを何かのゆえに奪われることがないように謹んで守ってください。
それから、それを守って皆さんの現場を見回ってください。それから、「その現場が私のゆえに、私はイエスさまを信じるから、その一つの理由のために現場は必ず変わる」という確信を持っていてください。本当に当然です。皆さんの現場は暗やみの力が掌握していることに間違いありません。それをまず正しく把握するように祈ってください。暗やみの力はあらゆる形で現場を捕えています。その確信のポイントは何かと言うととにかく本物の神様と、聖書の神様と反対の方向に行くようにする力を持って人々の心を捕えています。文化をとおして、伝統をとおして、人々の欲、価値観をとおして、その中で神様とは反対の方に行きますので悪魔に支配されているいろいろな症状が現れる場合もあります。様々な苦しみがあります。単なる苦しみとは見ないで、単に「ここは皆固いな」とは思わないで暗やみの力が捕えているということをぜひ見てください。そして、当然、私にはこの暗やみの力を打ち砕いて勝利できる権威があること、イエスの御名によってそれを常に思い出してください。皆さんが主人公です。だから、皆さんがそこにいるといつになるかは分かりませんが、当たり前に絶対あきらめてはいけません。当たり前にここでイエスのみ名を呼んで、本当に暗やみの力がどのように働いているのか正しく把握して、その暗やみの力はイエスの御名によって縛り上げられ、打ち砕かれるように祈っていると必ず当然、打ち砕かれてそこに神の国が臨まれるはずなのだということをこれっぽっちも疑わないで信じてください。それで始められるのが現場の祈りです。この信仰がないから現場で祈りなさいと言っても、祈りどころか現場に行ったときには自分がクリスチャンなのかどうか忘れています。何と残念で悲しいことでしょうか。それこそ悲しいことです。だから、今日の聖書をとおして現場が変わるのは私がイエスを信じて最高に幸せなものなので、その内容をよく思い出して、そうならば私が行くところに暗やみの力が砕かれているのは当たり前でしょう。そのような意識を持って祈り始めてください。先週は現場に派遣されている自覚を持つことと、その自覚とともにこれからは実際的に祈りましょう。当たり前なので。家庭も現場です。家庭も不信仰があるから、あるいは福音を信じない人がいるから、かわいい子ども、愛する夫でも奥さんでも暗やみの力が捕えているからです。だから、私はここにいるのか。イエスの御名で当たり前に彼らが出たときに悪霊が服従したのが当然だろうとおっしゃっている。当たり前に暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれて神が喜ばれる、神に栄光を帰するような福音宣教のわざが現れるはずなのだと覚えて、そうなるように祈ればよいです。キリストの権威ある御名を使ってください。それが私たちの役目であり、私たちの生きる理由です。仕事をするために生きるのではなく、イエスの御名によって暗やみの力を打ち砕くために生きます。そのために仕事には神様が力を加えて与えられます。勉強するために生きるのではなく、学校の暗やみの力が砕かれるようにイエスの御名によって祈るために人生が許されています。そのことによって神の国が臨まれます。これを体験しないといけません。必ず当たり前のことが当たり前になっていません。最近、ギャグの中にも右足を出し左足を出すと歩く。当たり前でしょう。その最後にこういうことを言います。いつか皆死ぬ。当たり前です。それより当たり前です。イエスの御名によって、皆さんによって現場の暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれるのは当たり前中の当たり前です。それは味わわないといけません。それがクリスチャンの特権です。皆さんはそれができるほど祝福された方です。なぜかと言うと皆さんがイエスさまを信じたので、皆さんが信じていらっしゃるイエスさまはキリストです。覚えていてください。
今日からいつも気を付けて慎んで何事でも正しくスタートするようにしましょう。何があっても喜びを奪われないように、まずイエスさまを信じる喜びからスタートするようにしましょう。それで「私は幸いな者なのだな」からスタートするように、それが聖餐の信仰告白が持つ意味です。それから、現場において皆さんの権威を現場で確認してください。現場の暗やみの働きの内容を見ながら。そして、現場で具体的な祈りを実際的に始めるようにしてください。そうすると皆さんは弟子たちのようにフォーラムするようになるでしょう。「悪霊が服従します。こんなことが現場にありました」祈るだけなのに。それが珍しいことになっているのですが当たり前に、当然になるようにしましょう。
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエスさまの喜びの理由を今日教えられました。人がイエスさまを信じることがどれほど大きな奇跡であり祝福なのか、イエスさまはそれが喜び中の喜びでした。どうかそのことをとおしてイエスさまを信じることがどういうことなのかもう一度確認し、自分自身がイエスさまに喜ばれ、そして、自分でも自分と自分の人生を喜ぶことができる、イエスを信じることにある喜びをしっかりと保ち、現場を変える祈りの主人公になるように一人一人を祝福してください。どのようなものにも惑わされないでこの喜びを心から感謝するように、また今までにあったすべての暗いことはこの真の宝であるイエスを信じるためにあったものとして処理して感謝するように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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